
親子で定期健診。むし歯予防！

５月15日、市保健センターで親子よい歯のコン
クールが開かれました。平成21年度に３歳児健康
診査を受けた2,377人の中から、むし歯が一本もな
かった親子14組が入賞しました。
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親子よい歯のコンクール

入賞者が決定しました

６月４日(金)～10日(木)は「歯の衛生週間」。
６月４日(金)は「むし歯予防デー」です。
むし歯の予防は家庭での心がけが大切です。

次の３つのポイントに注意し、むし歯を予防
しましょう。
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歯歯 市保健所保健予防課☎(883)1174

★優秀賞を受賞した斎藤美穂さん・虎汰郎ちゃん
親子は、秋田市代表として６月６日に行われる
県のコンクールに出場します。
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食事やおやつを食べ終わったら歯磨きをして、
プラーク(歯垢)を取り除き、むし歯菌を減らしましょう。

家庭で規則正しい生活習慣を身に付け、だら
だら食いや、間食を減らしましょう。特に甘い

お菓子や甘い飲み物(ジュース、炭酸飲料、スポーツ飲
料、乳酸飲料など)の取りすぎに注意しましょう。

かかりつけの歯医者さんを持ち、定期的に歯科健診を
受けてむし歯の早期発見・治療を心がけましょう。

むし歯菌を減らそう

強い歯を作るため、カルシウムやたん
ぱく質、食物繊維を積極的に食事に取り

入れましょう。
また、歯を強くする働きがあるフッ素(フッ化物)

を上手に活用することで、むし歯になりにくい強
い歯を作ることができます。

フッ素のむし歯予防効果
①むし歯菌の酸に溶けにくいよう歯を強くします
②むし歯菌が出す酸で溶けた歯を修復する作用(再
石灰化)を助けます
③むし歯菌が酸を出す働きを抑えます

フッ素を利用したむし歯予防
フッ素入り歯磨き剤を使った歯磨きや、フッ素

塗布(スプレーやジェル)、フッ素洗口など。家庭で
できるものと歯医者さんなどで行ってもらうもの
があります。詳しい内容については、お近くの歯
医者さんにご相談ください。

●食後の歯磨き習慣を身に付けよう

●定期健診を受けましょう

２歳になった日から２歳２か月になる
前日までのお子さんが対象です。受託医

療機関(母子健康手帳別冊に記載)で受診できま
す。健診は無料です。詳しくは、市保健所保健
予防課へお問い合わせください。☎(883)1174

２歳児歯科健康診査

※フッ素は化学的に合成された物ではなく、土壌や海
水、生物、食品にも含まれる自然環境物質です。

強い歯を作ろう糖分の取りすぎに注意しよう



�心臓疾患・腎臓疾患・肝臓疾患・血液疾患・発
育障がいなどで治療や指導を受けている　
�何らかの予防接種後２日以内に発熱・発疹・じ
んま疹などアレルギ－を思わせる異常があった　
�予防接種の接種液成分(抗生物質、安定剤に使う
ゼラチン)に対してアレルギ－があると言われた
ことがある

�けいれんを起こしたことがある　
�免疫状態の異常を指摘されたことがある。また、
近親者に先天性免疫不全症のかたがいる

�熱がある　�下痢をしている
�重い急性疾患にかかっている　�予防接種でア
ナフィラキシ－(※)を起こしたことがある
�その他医師が不適当と判断した場合

市保健
センター

次のいずれかに該当するお子さんは、予診する
医師の参考として診断書が必要な場合がありま
す。あらかじめ主治医とご相談ください。

�三種混合・二種混合・Ｂ型肝炎・日本脳炎・インフル
エンザ、ヒブ(Ｈib)の予防接種を受けたお子さん…６日
以上の間隔をあけてポリオを受けてください
�ＢＣＧ・麻しん・風しん・水痘・おたふくかぜの予防接
種を受けたお子さん…27日以上の間隔をあけてポリオを
受けてください
�今回、ポリオを受けるお子さん…接種後、他の予防接
種まで27日以上の間隔をあけてください
�生後３か月以上６か月未満でＢＣＧ未接種のお子さん
…先にＢＣＧの接種を受けてから、27日以上の間隔を
あけてポリオを受けてください

受付時間�午後１時30分～２時15分
用意する物�母子健康手帳、ポリオ予診票
※予診票は母子健康手帳別冊に折り込んであります。受診当
日に記入し、別冊から切り離してお持ちください。予診
票をお持ちでないかたには、当日会場でさしあげます。

●他の予防接種との間隔
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※通常、接種後30分以内に起こるひどいアレルギ－反応で

発汗、顔の腫れ、じんま疹、吐き気などの症状に続き、

ショック状態になるような激しい全身反応。

※指定日にお子さんの年齢が３か月未満の場合、３か月になって
から都合のよい会場で受けてください

※河辺・雄和地区以外は駐車場が狭いです(アルヴェの駐車場は有
料です)

※１歳以上で２回目のポリオワクチンを受けるかた…先
に「麻しん風しんワクチン」を受け、27日以上の間
隔をあけてからポリオの予防接種を受けてください。

ポリオワクチンは、生後３か月から７歳６か月までの
間に41日以上の間隔をおいて２回飲んで完了します。
医師の診察もありますので、必ず保護者がお連れくだ
さい。投与を受ける場合は保護者の署名が必要です。
また、市でお配りした「予防接種と子どもの健康」

をお持ちのかたは、それを読んでからお越しください。
ワクチン投与前後30分は、飲食しないでください。

ポリオ
予防接種

市保健所健康管理課☎(883)1179問い合わせ

★ポリオ…「小児マヒ」とも呼ばれ、ポリオウイルスによっ
ておもに手足に麻痺を起こす病気です。国内での感染は報
告されていませんが、インド、アフリカなどでは現在も流
行しています。これらの地域で日本人が感染する可能性が
あるので、予防接種を受けておくことが大切です。
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家庭内のお子さんがポリオ予防接種を受ける時期…まれにポリオ
の予防接種を受けたお子さんから家庭内感染することがあるの
で、お子さんと同時期に接種を受けてください
ポリオウイルス常在国に渡航するとき…インド、アフリカ諸国など

昭和50～52年生まれのかたは、
ポリオの免疫を持っている割合が、
他の年齢層に比べて低いことがわ
かっています。右記の場合は、再

度、ポリオワクチンの予防接種を受けるこ
とをおすすめします。

昭和50～52年生まれのかたへ

この予防接種は、任意の予防接種(有料)です。実施日は下記
のとおりです。直接、各病院へお申し込みください。
●市立秋田総合病院☎(823)4171�毎月第３月曜日

(第３月曜日が閉院日の場合は第４月曜日)
●秋田組合総合病院☎(880)3000�毎月第３木曜日

(日程が変わる場合がありますので申し込みはお早めに)
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市保健所健康管理課
☎(883)1179

問い合わせ


